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日 時：平成２４年１１月２８日（水）１０時開会 

場 所：ＳＴＶ北２条ビル ６階 １～３号会議室 
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  １．開  会 

○事務局（佐々木計画担当課長） 皆様、おはようございます。 

 定刻になりましたので、第４回目の札幌市避難場所基本計画検討委員会を開催させてい

ただきます。 

 私は、危機管理対策室で計画担当課長をしております佐々木と申します。よろしくお願

いいたします。 

 本日の会議につきましては、前回までと同様に議事録を作成いたしまして、ホームペー

ジ等において公開するために、発言内容を録音、また写真撮影などをさせていただきます。

マスコミや市民の方々にも公開の会議としておりますので、あわせてご了承いただきたい

と思います。 

 では、初めにお手元の資料の確認でございますが、一番上に次第がございまして、その

下に資料の１から、右肩に番号が振っておりますけれども、資料２－１、２－２までござ

います。 

 事務局からは以上でございますので、早速ではございますが、議事進行につきましては、

佐々木委員長にお願いしたいと思います。 

 

  ２．議  事 

○佐々木委員長 皆様、改めまして、おはようございます。 

 きょうは、第４回目の避難所計画委員会です。よろしくお願いいたします。 

 田畑委員が少しおくれるということですので、始めさせていただきます。 

 それでは、次第に沿って進めさせていただきます。第３回の会議の概要について、事務

局からお願いいたします。 

○事務局（佐々木計画担当課長） 私、佐々木から説明させていただきます。 

 資料１をごらんください。 

 前回の第３回ですけれども、４番に主な会議内容がございまして、（１）災害時要援護

者への配慮について、（２）その他整備について、（３）運営方法についてご議論いただ

いたところでございます。 

 皆様方からいただいた主な意見としまして５番に書かせていただいているように、基幹

避難場所、小・中学校からの半径１．４キロメートルの円を地図に落としたのを見ていた

だいて、それについてのご発言として、丁寧に想定され、すばらしいという感想をいただ

いております。 

 一方で、この円にかからないような空白地帯がございますので、それにつきましては、

学校にかわる避難場所を選定していただきたいという意見をいただいたところでございま

す。 

 ２番目として、災害時に避難する場所としてイメージしやすいのは、やはり小・中学校

だと思う。災害時のことだからこそ、避難先はシンプルに広報していくことが必要である
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というご意見をいただいたところでございます。 

 ３番目として、冬季の一時避難場所は使えないということをはっきりと示すことが必要

であるという意見をいただきまして、一時避難場所は、集合場所的な存在で、いっときの

避難場所であるというふうに言葉の定義を改めていくことが必要であるという意見をいた

だいたところでございます。 

 ４番目として、学校の一室を災害時要援護者用という形でとらえていただければ、まず、

そこに手をかりて避難すればいいのかなという場所ができたというご意見をいただきまし

た。また、そこには便座も整備されるようなので、配慮していただいているという感想を

いただいたところでございます。 

 一番最後の女性に関してですけれども、女性が単独で避難してきた場合は配慮してほし

いというご意見がございました。避難の長さ、期間にもよりますが、それが長期化したと

きには、女性の人権という点からも考えていかなければならないであろうというご意見を

いただいたところであります。 

 前回の概要としては、以上でございます。 

○佐々木委員長 ありがとうございました。 

 では、皆様から何かご質問などがございましたらお願いしたいと思います。 

 いかがでございましょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○佐々木委員長 特にはないようでございます。よくまとまっていると思いました。 

 それでは、第３回の会議の概要についてはこれぐらいにしまして、続きまして、次第２

の計画原案について、事務局からご説明をお願いいたします。 

○事務局（堂坂危機対処計画担当係長） 私から説明させていただきます。 

 お手元にある資料２－１の計画の原案でございますが、事前に一度送付させていただい

て、ご意見をいただきまして、その結果を反映しております。事前に送付させていただい

たものから、今回、変わった大きな部分だけをかいつまんで説明させていただきます。 

 基本計画の３ページになりますが、表－２の避難場所の分類のところで、一時避難場所

の記載が若干変更されております。いっとき集合する場所であるということを強調させて

いただいております。 

 それから、４ページです。 

 ４ページについても、一番上の一時避難場所の部分を同様に変更させていただいており

ます。 

 ４ページの３－２の地域避難所のところですが、（３）の地域避難所の特例ということ

で、基幹避難所の１．４キロメートルの半径の円の空白地帯の部分への配慮ということで、

地域避難所の特例という形で、こちらに物資と職員参集の体制を整えるということで記載

させていただいております。 

 それから、５ページの市立小・中学校と体育館以外の基幹避難所の部分について、設備
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等の要件を若干細かく記載することとしております。距離要件は原則２キロメートル以内

としております。 

 それから、８ページのフロー図のところですけれども、避難所は快適な空間ではないこ

とをあらかじめ意識しておく必要があるということで、家にいて避難しなくてもよい方は、

自宅にいていただくようなイメージで、こちらに記載させていただきました。 

 それから、９ページになります。 

 インターネットの活用ということで、ツイッターやソーシャル・ネットワーキング・サ

ービスを活用するなど、積極的な情報発信に努めるということを記載しております。 

 それから、１１ページですが、地域避難所の寒さ対策ということで、最後に、開設後は

必要な支援や物資供給を行うということを追加しております。 

 それから、１２ページのトイレ対策の記載の部分ですが、若干表現を変えてございます。 

 それから、１７ページの運営方針ところですけれども、開設・運営の基本的な考え方の

部分の６行目に、地域避難所は、地域と施設管理者が協力して開設・運営体制を確保し、

市は必要な支援や物資供給を行うという一文を追加しております。 

 それから、２番の運営に係る対応力及び地域防災力の向上という項目ですけれども、一

番最後に、日ごろから、避難所設営訓練を行政と地域が一緒に取り組むように努め、収容

避難場所の地域での自主運営及びそれに必要な体制を整備することを目指すという表現を

追加しております。 

○佐々木委員長 ありがとうございました。 

 委員の皆様には、事前に事務局から資料として送付されておりましたので、皆様ご存じ

かと思います。改めて、これまでの私たちの意見が成文化されたものとなっておりますが、

それぞれのお立場からご意見、ご質問がございましたらお願いしたいと思います。 

 何か、事務局にご質問はございますか。今、少し訂正されたところのご説明をいただき

ましたが、いかがでございましょうか。 

○矢橋委員 前回、第３回のときに、一番最初に大きく地図に小・中学校の分布図で、円

を記したものは、せっかくあれだけ作業されたので、その図はこちらには入るのでしたか。 

○事務局（佐々木計画担当課長） 図については、計画書には入れないです。 

○矢橋委員 せっかくあそこまでやられたので、もったいないなと思います。うまく反映

することができたらいいなと思います。ご検討いただければと思います。 

○事務局（佐々木計画担当課長） 今後、整理する中で、参考資料的なもので入れる機会

があれば入れていければと思っております。 

 あれも、かなりラフなコピーの張り合わせの絵ですので、公表するとなれば、さらに緻

密にしなければいけないところも若干あるのですけれども、検討させていただきたいと思

います。 

○矢橋委員 ありがとうございます。 

○佐々木委員長 一生懸命手づくりでおやりになった資料ですので、ぜひまた、次の段階
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をということでした。 

 ほかに、何かご意見、ご質問ございますか。 

 どうぞ。 

○定池委員 前回、事前の確認のときにお尋ねしておけばよかったのですけれども、９ペ

ージの５番の避難場所の周知方法の２番のインターネットの活用で、ツイッターやソーシ

ャル・ネットワーキング・サービスの活用と書いてあります。東日本大震災のときにも、

被災自治体で、急遽、ツイッターのアカウントを開設して広報したところもあれば、事前

にアカウントを持っていて、それを活用してというところもあったと思うのですけれども、

札幌市の現在のツイッターやフェースブックでも広報とか周知の状況について、例えば、

アカウントがあるのかとか、既にこういうものを使って活用しているということがありま

したら、教えていただけますでしょうか。 

○事務局（佐々木計画担当課長） ツイッターにつきましては、私ども現場サイドの危機

管理対策室としては持ってはいないのですが、オール札幌としては、広報課というところ

でツイッターは情報発信しておりまして、各部局が広報課に依頼する形で、そこから情報

発信をしているというのが現状でございます。 

 ソーシャル・ネットワーキング・サービスですが、例えば、フェースブックは全く持っ

ておりません。ブログとか、セキュリティーの関係もありますので、情報化推進との関係

も出てきますので、これは今後の問題かと思っております。ただ、非常に有効な手段だと

いうふうには認識しておりますが、現状はできていないところがあるので、「努める」と

いう文末の表現にしております。具体的な自治体の名前は忘れたのですけれども、ほかの

自治体では、全員にアカウントを与えているようなところもあるというのを新聞報道で見

たことがありますので、自治体もそういうことができなくはないと現場サイドとしては思

っておりますので、実現に向けて努力していきたいということで、計画書にこの程度の記

載をさせていただいたところでございます。 

○定池委員 ありがとうございます。 

 多分、この計画書の範囲を超えた話にはなってくると思うので、ほかの部分での検討も

必要だと思うのですけれども、恐らく、ふだんから使っていなくて、災害時に急遽立ちあ

げてというふうになると職員の方々の負担も大変ですし、できれば、ふだんからその広報

課との連携をさらに強めておくとか、非常時に備えてふだんから何らかの情報発信ができ

る仕組みを整えておいて、ふだんからの普及啓発を行うし、災害時にもそれを活用すると

いうことをすると、職員の方の作業負担も減っていくのではないかと思いますので、ぜひ

ご検討をよろしくお願いいたします。 

○事務局（佐々木計画担当課長） ありがとうございます。 

○天野委員 今の定池委員のご発言に全く賛成なのですけれども、この秋口に、全国生涯

学習ネットワークフォーラムというものを文部科学省の主催でやっておりまして、私自身

もその実行委員だったのですが、そのときの広報、宣伝の一つにフェースブックを用いて
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いて、そのときに、文科省で、その部署が直接開設するということで、なおかつ、実行委

員には管理者権限を与えているのですね。 

 そういうことで考えると、例えば、危機管理対策室で開設して、なおかつ、会員の方々

に管理者の権限を与えるということは十分可能だということです。国がやっているという

のも一つのモデルになるのではないかと思いますので、ぜひ、フェースブックの支援者側

は、何らかの発信のツールを持つべきだと思っております。あえて、ここで、市役所職員

の方ではどれくらいがフェースブックの個人のアカウントをお持ちですか、手を挙げてく

ださいなんてやぼなことは申し上げませんけれども、やっぱり、やってごらんになること

が大事だと思っています。セキュリティー上も、札幌市役所のサーバー構築がどういう形

でなされているのかわからないので、何とも申し上げにくいのですけれども、そうそうた

る国の省庁とか、福島県も同様の形で持っていると記憶しておりますけれども、できなく

はないだろうと思います。 

 私が、委員会の中で、ふだん準備をしている以上のことは絶対にできないと発言をした

とおりでございまして、それについては、今、申し上げた事例などを参考にしながら、ぜ

ひ、早急に詰めていただければなというふうに思いました。 

 ご意見についても触れてよろしいのですよね。これは後でしたか。 

○佐々木委員長 参考程度でしたら、どうぞ。 

○天野委員 都市型生活者というか、特に町内会等々に入っていない市民の方々について

も、通常の広報のルートを通さない、こうしたものは非常に有効だということも重ねて申

し上げたいと思います。 

○佐々木委員長 ありがとうございました。 

 フェースブックやミクシィの点については、大学生のご意見もあって、若い方たちから

そういう意見があったということは、本当にすばらしいことだと思います。今回の検討委

員会に大学生が入っていただいたということも、こういう提案ができる一つのきっかけに

なったのではないかと思っております。 

 ぜひ、積極的な情報発信に努めるという一文になっておりますので、期待したいという

ところでございます。 

 ほかにございますでしょうか。 

○成田委員 私は、１回目に欠席しておりまして、多分、１回目の議論の中で話し合われ

た内容でもう決まってしまったことなので、今、私がここで発言しても無理だと思うので

すけれども、もし追加が可能であればということでお聞きいただきたいのです。 

 かかわるページとしては、１３ページの一番上の５のその他と、１５ページの３の感染

症、ストレス対策等にかかわってくるのですが、備品の中に、もし可能であれば、マスク

を入れていただければいいのではないかと思いました。 

 というのは、私自身、夏に体調を崩したこともあって、マスクの重要性を改めて感じで

おります。保湿のことや、自分が風邪にかかったときに周りの方にうつさないということ、



 - 6 -

また、かかっていない方がすることで、外からのばい菌を吸い込まないという二つの効果

があります。避難所に入って、一番寒い冬の間に気になるのが風邪の蔓延ですから、本当

に議論が全部終わってしまった中で言うのは失礼だと思うのですが、可能であれば、備品

の中にマスクを加えていただけませんでしょうか。お願いいたします。 

○佐々木委員長 事務局から何かございましたらお願いします。 

○事務局（堂坂危機対処計画担当係長） マスクの必要性、有用性は十分理解するところ

ですけれども、救援備蓄物資は、あくまでも発生直後、すぐの初日、２日目ということで

考えていますので、その後の感染症対策などの部分でマスクが必要なところについては、

流通備蓄からの対応ということで考えていますので、ここの部分についてはご理解いただ

きたいと思います。 

○定池委員 札幌市は、備蓄をかなり十分にされている市だと思いますし、全国的にもな

かなか頑張っていらっしゃるところだと思うのですけれども、ほかの県や市町村ですと、

本当に３日間自分で耐え忍んでくださいということで、それぞれ各自の備蓄を促すような

ところもありますので、マスクについては、今のようなお話もありましたから、例えば、

市の広報の中で、こういうものをそれぞれ備蓄してくださいねというときにマスクをつけ

加えていただくと、初期の段階では持ち出し品の中に入れていただくことができるという

ふうに思います。 

○佐々木委員長 ありがとうございます。 

 ほかにございますか。 

 これで最後の会議になりますので、ご質問でもご意見でも結構ですので、まだご発言を

なさっていない方はどうぞ一言ご発言をお願いしたいと思います。 

○矢橋委員 先ほどのフェースブックですが、きのうの室蘭のあたりの件で、すごくタイ

ムリーと言っては被害に遭われた方には非常に失礼ですけれども、私もフェースブックを

やっておりまして、私はＦＭ北海道のフェイスブックページの情報が流れてきますが、Ｆ

Ｍ北海道から、音楽番組とは関係なく、室蘭地域の方々には、避難場所はここですという

情報が流れていたのです。これはいいなと思いました。私は、特に、自分自身、身内など

も室蘭にはいないので、特に関係はないですけれども、そういうものが流れているのを聞

くと、札幌も、何かあったときに、メディアのページが大々的にそういった情報を流せる

のだなということに一つ気づきました。 

 ツイッターは、私は、特に公的機関をフォローしていないので、何かあってもその情報

が流れてこないですけれども、ツイッターの場合は、リツイートされるので、だれかがリ

ツイートしてくれれば、それで情報は得られるという期待はしております。 

 今回の室蘭の方々の教訓を生かす意味でも、何か機会があれば、フェースブックを通じ

てとか、ツイッターを通じてとか、室蘭の情報をどれだけ手に入れられたかという統計を

とってみて、何割ぐらいの情報を得られたかを見るのもいいのかなと考えた次第です。 

○佐々木委員長 ありがとうございます。 
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 森本委員、何かございましたらお願いします。 

○森本委員 私がここに参加をさせていただいたのは、高齢者とか、障がいのある方々を

どうやって支援をしていくかという要援護者の支援の立場で参加させていただいています

が、この案の中で、一つは、そういう要援護者の方々を安全に避難させるということです。 

 それから、体育館、収容避難所の場合でも、支援のしやすい場所で避難先の確保をする。

それから、今、札幌市が進めていまして協定を結んだ福祉避難所へのスムーズな移送と受

け入れ、ここがきちんとなっていれば、私の立場としては、いいのかなと思っております。 

 今、室蘭の話が出まして、私ごとですけれども、実は、うちの息子が室蘭にいまして、

停電だという連絡が来ました。きのうのニュースを見ましたら、自主避難という言葉が出

てくるのです。それは、避難勧告で避難をするのではなくて、自分の意思で避難をすると

いうことです。避難先も、電気がとまっていて、ストーブもつきません。でも、そこが避

難所になっているから、自衛隊が毛布と反射板ストーブを持ってくるわけです。 

 だから、個人の部分ではなくて、公的に避難をすることで物が届きます。では、私は、

自主避難をするときにどこに行けばいいのか。その情報は、みんなみんな、パソコンを持

っているわけではないといったときに、ああなったときは、ラジオであったり、メディア

が使えない場合の自主避難する場所はこうですよということをどうやって周知していけば

いいのかということを、きのうニュースを見ながら感じたところだったので、発言をさせ

ていただきました。 

○永田委員 きのうの室蘭の様子を見ていて、幾つかの学校の教頭と連絡をとって話をし

たのですけれども、停電ということはわかっていて、結構酷いぞということもわかってい

るのですが、あの状態で学校が避難場所になるという認識を持っていなかった教頭もいる

のです。 

 私は、なるほどなと思ったのです。それがいいとか悪いではなくてですね。そうすると、

避難場所に指定されていようが、指定されていまいが、基本的に近くの学校に行けばいい

と私は思っていますので、そうすると、学校側の方で何の準備もしていないときに、避難

で来たのだけれどもという話になるのだろうと思うのです。 

 そのときに、我々がいれば、すぐにいろいろな対応ができると思うのですけれども、そ

れが後手後手に回らないためにも、例えば、ああいうような段階で、避難場所の指定とい

うのは、当然、ここの学校、ここの学校と室蘭もラジオで言っていましたが、例えば、一

発、危機管理対策室から全部の学校に、非常無線があるわけですから、あれを使って、例

えば、レベル１の避難所の態勢をとれとか、今回はレベル２で行くぞみたいな指示ですね。

当然、レベル１とは、レベル２とはというあたりが決まっていなければならないでしょう

し、学校というよりは、教育委員会と危機管理対策室、市との話し合いになっていった上

での決まりごとになろうかと思うのですけれども、例えば、避難所の指定の段階ですぐに

学校に入れば、学校としては、きのうの段階であれば、職員も全部いますので、慌てて準

備に取りかかるということが可能なのだろうと思いますし、学校側でも、当然、停電の状
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態で何をどうすればいいかということで、ばたばたしていると思うのですけれども、その

うちの一つに、避難所としての準備も入れるということを意識していなかった教頭もいる

わけですので、そういう体制がとれれば、準備が後手に回らないかなというふうにきのう

は思った次第でした。 

○佐々木委員長 ありがとうございます。室蘭のことを一つ教訓にして、一度、そういう

ことでの訓練をしてみるとか、いろいろな方法があるのではないかなと思いますし、今回

の基本計画が、先ほど森本委員もお話になられていたように、これが基本計画ですので、

それをスムーズに運営していくためにこれからいろいろな部局が連携したり、地域が連携

したり、また、団体が連携したり、私たちも安全な、また、少しでも暮らしやすい環境に

していくというのは、ふだんの努力がこれから問われているのだろうと感じたところです

が、本田委員は何かご発言がありましたらどうぞ。 

○本田委員 先ほどの備蓄物資に関して、自分の中で少し感じたことで、感想的な感じに

なってしまうかもしれないのですが、頼れる備蓄があるということもすばらしいことだと

は思うのですけれども、例えば、東日本大震災のような大規模な災害時には難しいと思う

のですが、避難をする段階のときに、避難の準備ができるぐらいの余裕がある場合には、

家庭内備蓄も基本とするというふうに書いてあるのですけれども、家庭で、どのぐらい、

何かあったときに何を持って行けばいいというのがわかればいいかなと考えています。 

 私自身、この委員会に参加するようになって、非常持ち出し袋の重要性についてすごく

感じていて、自分でも何か準備してみようと思ってリストを考えたりしたのですが、何を

持って行けばいいかというのは、インターネットで検索してみれば、幾つか当てはまるの

ですけれども、いろいろな情報が得られるのですが、もうちょっと公的な場所で、何があ

ればこういうときに便利だというのが一目でわかるところがあれば、すごく便利だなと感

じました。また、備蓄品となると、なるべくたくさんの人が使えるようなものをたくさん

準備しておられると思うのですが、年齢とか、性別とか、障がいの有無によって、何が一

番必要で、もしものときにこれが絶対になければいけないというものが、きっと個々人で

異なると思うのです。そういったことも、こういう人はこういうものを多目に用意してお

けば安心だよという情報をもっと簡単に手に入れられればなと感じて、自分で準備をして

みています。 

○佐々木委員長 ありがとうございました。 

 学生たちは学生たちでそういうところを勉強しながら、せっかく、本田委員がそういう

意識をお持ちになったので、周りの人に影響を及ぼしながら、巻き込んでいっていただけ

ればいいなと思います。若い方たちは、防災と言われても、余り意識がそっちへ向きませ

んので、ぜひ、本田委員たちの働きかけを期待したいと思います。頑張ってください。 

 成田委員、何かつけ加えることはございましたらどうぞ。 

○成田委員 やはり、備蓄のことになってしまうのですが、ちょうどこの委員会に入るか

入らないかという決定が来るちょっと前の北海道新聞で、定池委員がコメントをされてい
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た大きな記事がありました。その中で、実は、私は毎日持って歩いている新聞のコピーな

のですが、ゼロ次の必需品として、何かあったときにとっさに自分を守ってくれるものと

して大事なものが幾つか挙がっていました。私は、その新聞記事を見るまで、ゼロ次とい

う言葉は知りませんでした。定池委員のおっしゃっていた記事の中に、非常に大事なポイ

ントが挙がっておりましたので、できれば、あの新聞の記事を、何かの機会に、札幌市の

広報などに載せていただきたいという気持ちがございます。その際に、定池委員から市の

方に、ご協力をお願いしたいと思います。 

 今も持っていまして、できればコピーで皆さんにお渡ししていただきたいぐらいなので、

よろしくお願いします。 

 本当に貴重な会議に加えさせていただきました。私自身、自分で大事だと思っていても、

意識の中で何か勉強する機会がなかったものですから、今回加えていただいた委員会をき

っかけにして、私から身近な人に発信していきたいという思いもあります。実は、２回目

の初めて参加した会議のエマージェンシーシートのことを発言したのですが、私自身、買

って、実際に使ってみて、いいと思いましたので、今、家族に一つずつ持たせています。 

 息子にも鞄の中に必ず入れておきなさいと言って、あと小さな懐中電灯ですね。それは

必需品として持たせていますので、身近な人からそういうことを広めていきたいと思って

おります。 

 本当に勉強になりました。ありがとうございました。 

○佐々木委員長 ありがとうございました。 

 今、関東の方で皆さんがバッグにしまい込んでいる簡単なゼロ次というものを教えます

ね。ハンカチなどがあったら、四つの袋にするのです。普通、これはちょっと大判のハン

カチですけれども、これを手で縫えば簡単に袋になりますね。その袋の中に、笛を入れた

り、それこそ、先ほどおっしゃっていたマスクを入れたり、ホッカイロを入れたりして、

こういうふうにして四つに重ねると、こんなふうに本当に簡単なものになるわけです。そ

れをバッグに入れたり、通勤の方たちが、今回の東日本大震災で、本当にすぐ必要なもの

があったということで、エマージェンシーシートもこの中に入れたり、あめを入れたり、

笛とか、そういうふうにして、これだと何かちょっとしたものに使えるということで、今、

こういうものがはやっています。て、流行ってといったらおかしいですね。 

 どんな方たちも簡単にできます。これはハンカチで十分ですけれども、ハンカチの枠を

ちょっと手縫いして、そこに、自分が何かあったときに必要だというものを入れて、たた

んで、バックに入れておくのです。男性も、女性も、今はそういうことをやっていらっし

ゃるとお聞きしました。 

 今、成田委員がおっしゃったようなことが、こういうことでも身近な形で学生さんたち

もできるのではないかと感じたので、お知らせいたしました。 

 中村委員、いかがでございましょうか。 

○中村委員 きのうからちょっと風邪を引きまして、耳鳴りがして、年なのでしょうね。
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きょうはほとんど聞こえないぐらいです。 

 まとめということですけれども、私ども、地方、すなわち地域の代表として見たときに、

大変いいだろうなと思いながら、何か寂しいものがどこかに見え隠れしていることだけは

事実でございます。 

 例えば、大きなものであればいいですけれども、きのうのように停電になって云々の話

が出ましたら、なるほどなと思ったりいたします。 

 そのように考えてまいりますと、避難場所ということと、地域との連携がどのように評

価されるのか、どのようにＰＲされるのか、この辺ができたら見事だろうと思います。 

 この検討委員会を通じて、帰って、いろいろ話しました。去年つくりました見守りマッ

プと安全のマップ、避難場所は、こんなことでいいよというものも入れて書いたのですが、

それを町内の人に何回か聞いてみました。 

 そうしたら、今、縫った救急のこれも、こういうふうにするのだよということを幾つか

書いたけれども、皆さんで話し合ってくださいという流し方をしたのですが、皆無に近い

ですね。話し合いはできていません。ですから、私どもの地域が苦労するものと市が苦労

するものが一つになるということは難しいのだろうと思って見せていただいております。 

 でも、これを何らかの形で落とすものと、私どもが先においでおいでをしなければなら

ないものと、時間をかける必要があるのだろうと思います。立派なものができますからね。 

 例えば、寝袋を見せていただきましたけれども、あの寝袋はすばらしいです。けれども、

人口分は要らないのだろう。ところが、保管していたところがやられてしまったら全くな

くなってしまうわけですから、やっぱり、分散しておく必要があるのかなと思います。い

ろいろなことを考えると、まだまだ問題は残っているのかなと思って聞かせてもらいまし

た。 

 私どもは、皆さんの意見をこれから地域に落としてまいりたいと思っております。あり

がとうございます。 

○佐々木委員長 それが一番大事なことだと思いますので、ぜひ声を上げていただきたい

と思います。 

 永田委員、何か追加はございますでしょうか。田畑委員、いかがですか。 

○田畑委員 今回、基本計画ということで参加をさせていただきました。 

 やはり、行政、札幌市さんの取り組みは、東日本大震災等々で相当勉強されて、札幌市

の避難場所の運営の方法に関しては、相当勉強されていると思います。ですから、備蓄の

問題とか、要援助者の問題とか、寒さ対策とか、この計画の中では、市の考え方は大体で

き上がっていると思います。 

 ただ、一番問題になるのは、計画の第７章の運営方針の中で、対応力及び地域の防災力

というものが一番問題になってくると思います。せっかく開設しても、地域で皆さんと一

緒にうまく運営できなければ、すべてがそろっていてもうまくいかないだろうと思います。 

 我々は、地域の代表としてお邪魔させていただいていますが、これからは、ここに書い
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てあるように、地域と避難場所の運営の方法をどうやって確立していくかという勉強をし

ていかなければならないと思うのです。特に、基幹避難所の場合は、小・中学校とか、行

政の皆さんが入ってこられますが、地域避難所というのは、地域の町内会の会館、地区セ

ンターとか、地区会館とか、そういうところは、１００％、地域が運営をしなければなら

ないのです。それであれば、早急にこういうところの避難所の運営の仕方を、ここにも書

いてありますけれども、最近やっているお泊まり会のような感じですけれども、そういう

形の運営方法を実際に学んでもらうことが大事だと思うのです。 

 私自身もそうだと思います。たまたま、先週、ある大きな商店街がある町内会の方が、

会館の避難場所で、一度、そういうことを体験したい、どうしたらいいでしょうか、何が

必要で、どこに行ったら何が借りられるかというお話をいただいて、いろいろなところに

連絡して、寝袋などは借りられますという話をしました。やはり、地域も、それなりに意

識は高まってきていると思うのです。 

 ですから、この計画がある程度でき上がった段階で、地域避難所の運営の仕方は―私

も地区センターの運営委員をやっていますが、正直に言って、避難場所になることはわか

っていますけれども、どうやって運営したらいいかということは全く知らないのが現状で

す。ですから、今年からは、一度、宿泊体験とか、地区センターでも、避難場所の運営の

方法を勉強しなければならないから、開催しようという話はしております。ですから、地

域の人たちがどうやってこれにかかわってくれるかということを、これから我々が地域に

も発信していかなければならないでしょうし、自覚してもらうことで、せっかくつくった

この計画がうまく運用されると思うのです。ですから、この運営計画ができ上がった段階

で、なるべく早く地域の皆さんと取り組んでいただくことが大事ではないかという感じが

します。 

○佐々木委員長 私のところにも多くの地域の方々からお手紙をいただきまして、自分た

ちはこんなふうに地域の避難所づくりをやっているという先進的な事例もいただいていま

す。 

 本当に、札幌市は、地域の皆様が少しずつ基礎を築いて立ち上っていると私は思ってい

るのです。 

 一遍に上から言われて何かをやるのではなく、一つ一つ、地域の課題は何なのだろう、

問題は何だろうということを突き詰めて、それを解決した最終的な避難所だというところ

に行き着いているというのは、すばらしいことだと思います。 

 田畑委員や中村委員は、本当に先進的な事例をたくさんお持ちです。地域も、やはり意

識の高いところとまだまだというところがございますので、それが芽になってつながって

いけるようにぜひこれからもご活躍いただきたいと思います。 

 定池委員、何かございますか。 

○定池委員 私も、田畑委員のおっしゃった１７ページの２番のこの運営に係る対応力及

び地域防災力の向上というところがここの核になると思っています。いわば、この魂の部
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分をこの計画の中に記載していただいたというのは、本当にすばらしいことだと思います。 

 ただ、記載をするだけではなくて、中村委員、田畑委員もおっしゃったように、これか

らいかに運用していくか、その魂が抜けてしまわないように、きちんと魂が入り続けて、

それが市民の生活の中にきちんと溶け込んでいくようにしていくというのは、これからの

勝負だと思います。 

 防災対策というのは、事前の災害によるダメージを減らすための対策と、災害が起こっ

た後の回復力を高めていくという二つのやり方があって、この避難所にかかわる基本計画

は、災害によるダメージからの回復を高めるための、また、災害の後のさらなる健康被害

などのダメージを減らすための大切な対策ですが、この基本計画ができて、実際に来年度

からいろいろな訓練などが始まっていくと思いますけれども、そういう取り組みを通して、

事前のダメージを減らすというところの防災にも広まっていくと、さらに、この計画が、

ただの形ではなくて、本当に魂のこもった、ただつくっただけではない、委員の皆様の思

いであったり、市民の方々の期待にこたえられるものになるのではないかと期待をしてい

ますし、できれば、そのような活動にもこれからもかかわらせていただきたいと考えてい

ます。 

○鎌田委員 先ほど、佐々木委員長がおっしゃられたハンカチでつくるものはすごくいい

なと思ったので、ちょっと不器用ですけれども、つくってみたいなと思いました。 

 また、室蘭のきのうの話は、私は、たまたま千歳市にいたので、千歳も、かなり雪がす

ごくて、雷も鳴ったりしていたので、これよりもひどいのだなと思うと、防災の話をふだ

んももう少し意識しなければいけないのだなとすごく感じました。 

 この計画書の話ですけれども、１２ページの物資の部分で、アレルギー対策について明

記されているのですが、具体的に何のアレルギーに対応しているのかということをここの

部分で書くことが難しいのであれば、別の資料の部分に明記してもらうと、全部を網羅す

るのは難しいと思うのですが、何のアレルギーに対応しているのかということがわかった

方がいいと思いました。 

 広報の話で、インターネットやラジオも必要だと思うのですけれども、公共施設であっ

たり、地下鉄であったり、ＪＲであったり、バスターミナルとか大きい施設は、必ず、だ

れか人が通って、インターネットだったり、ラジオを使わない人でも通って目にする場所

もあると思うので、そういうところに、この近くの避難所の一覧というか、地図があって、

広域避難所がここにあってという簡単な地図が張ってあると、目に入りやすいのかなと思

いました。そういうアナログ的な方法も何か考えてもらえたらいいなと思いました。 

 それから、先ほど、ほかの委員が運営にかかわるお話をしていたと思うのですけれども、

せっかく、このベースができて、そこをプラスアルファでやっていくときに、できる地域

とできない地域で分かれるのはすごくもったいないと思っていますので、そこに若者とか

学生がどう入っていくかというのは、自分たち自身の問題もあると思いますし、周りの呼

びかけもあると思うのですけれども、そういう先駆的に活動されている方の事例がもう少
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しいろいろな方の目に入るようになっていった方が、どの地域も満遍なく活動の準備がで

きるのかなと考えました。 

○佐々木委員長 ありがとうございます。 

 今、若者の消防団というものが組織的に非常に有効ではないかと言われていますので、

女性消防団とか、若者消防団とか、大学でも消防団を結成して活動している地域がありま

す。 

 千葉県の淑徳大学は、消防団を持っていて、学生が消防団員なのです。大学に消防車も

持っていて、消防車に淑徳大学と書いてくるくる回っております。また、地域の幼稚園に、

子どもを対象に教えに行っている事例もありますので、これから、ぜひそういうところに

も目を向けて広めていっていただけたらと思います。 

 一瀬委員、お願いします。 

○一瀬委員 札幌市が昭和３６年から、毎年毎年、災害の避難場所についての整備計画を

ずっと進めてきてくれて、今回、新しい計画ができるのですけれども、その中に、特に、

福祉避難所というものを大きく取り上げていただいたのは、とてもよかったと思っており

ます。 

 福祉避難所ということになっていくと、まだまだいろいろ整備していただいた方がいい

かなということもたくさんあるのです。例えば、簡易ベッドのこととか、先ほど委員がお

っしゃっていましたが、備蓄品の中には、札幌市はカイロがたくさん準備されていた方が

いいのかなとか、考えることはたくさんあります。 

 もし、この計画書に附録みたいなものがつくとして、各避難所には、小学校、中学校が

ありますよという中に、学校によっては、障がい者のトイレをしっかり持っている学校が

あるのです。例えば、特別学級を持っている学校は、車いすが十分回せる程度のトイレを

持っている学校もありますので、そういう学校は、トイレがあるということをちょっと記

していただくような形にしていただきたいと思います。それからまた、洋式トイレがある

ということも記していただいた一覧表もちょっとつけていただければ、とてもありがたい

と思います。 

 それから、永田委員がおられるのに失礼な言い方かと思うのですが、教頭先生の教頭会

の中でも、避難所の点検ですね。最初に、先生と、市の職員の方々が、避難してきた人を

入れる前に、そのあたりの点検の訓練も教頭先生にやっていただいたらいいと思ったので

す。 

 一生懸命、ぱっとやってくださる先生もあれば、どうしていいかわからないという先生

もおられたりするのではないかと思います。この間は、先生方とお話をしていて、あれ、

ちょっと待てよ、わかっていないのかと思ったのです。ですから、教頭会あたりで、頭の

中ででもいいですから、この辺とこの辺とこの辺の訓練をするのだということをしっかり

意識していただいたらいいのかなと思いました。 

 そんなことを考えていました。ありがとうございます。 
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○佐々木委員長 ありがとうございます。 

 では、安藤委員、お願いします。 

 私は、障がい者の立場でこちらに参加させていただき、また選んでいただいたのだなと

思っておりました。森本委員のおっしゃるとおり、要援護その他、福祉避難所がこの基本

計画の中に入っていることを、一瀬委員と同じく、本当にうれしく思います。 

 私たちは、今、札幌市の八つの障がい別団体の交流会を１０年ほど続けているのですが、

私は肢体障がい者ですが、あと七つの障がいをなかなか理解できないでおります。これは、

内部障がいになるとなおさらですが、それでも障がい者という形で集まってきております。 

 そういう中で、昨年の大震災の後の障がい別団体は、まず、避難に関することが多うご

ざいます。自分たち障がい者は、避難所に行ったときに何が必要かということを考えて、

昨年の交流会の中でそういう話をしております。 

 ここに備蓄の関係がありますけれども、本当に障がい別にたくさんあるのです。ですか

ら、おっしゃるように、付録的なものとか―これは大まかな基本計画であろうと思いま

すが、障がいを持っている人は、当人もそうですけれども、わがままな部分があります。

避難場所に入って、日がたってくると、普通の方も大変なのに、自分だけがというような

わがままな特徴もあります。そういう中で、自分たちでできることは用意しようというこ

とを、ここ２年ほど、障がい別団体でも話し合っております。耳の聞こえない人は耳のマ

ークをつけるなどですね。喉頭がんの方たちは吸入器が欲しいとか、いろいろな要望が各

団体で出ておりますので、また詳細に何かというときには、ご連絡いただければ、最低限、

こういうものが欲しいという、手話通訳とか、要約筆記、黒板、白板が欲しいとか、言い

出したらそういうことばかり出てきますけれども、まとめておきたいと思います。ただ、

これは小さいことであります。 

 この計画に参加できたことを皆さんに報告して、これから私たちも広げていこうと思っ

ております。ありがとうございました。 

○佐々木委員長 ぜひ、よろしくお願いいたします。 

 天野委員、最後になりましたが、どうぞお願いします。 

○天野委員 この発言は、４回を通しての総まとめの話ということですね。 

○佐々木委員長 これできょうの議題が終わりますので。 

○天野委員 わかりました。 

 それでしたら、気持ちをちょっと変えてお話をしたいと思います。 

 まず初めに、細々とした部分をお話ししたいと思いました。先ほどからお話の中に出て

いる避難所の設置については、行政側でやれる手だては、皆さんのいろいろなご意見を反

映されて、それでも、それぞれの委員がご指摘のように不備な部分はありますが、一定程

度、細かく検討されて、対策室の方々が原案をつくられました。その上で、心配としてこ

こで出てきているのは、災害時の周知をどうするのかという部分については、ＩＣＴの部

分を活用して、ＳＮＳなどいろいろ出ていますけれども、どう周知をするのかということ



 - 15 - 

は考えなければいけないと思っています。 

 先ほど、永田委員からも、学校に対策室から一斉に連絡をとって、それぞれのレベルに

応じた体制を組むことも必要ではないかということもありました。それも、災害時にどう

するのだということですね。そして、これも永田委員から前回あったご発言だったと記憶

しているのですけれども、行政側は、いろいろな災害時においてどういうふうにしていく

のかという準備はするけれども、実際に心配なのは、市民がどう動くかということで、災

害時にどこに行けばいいのかということを徹底してやっていかなければいけません。その

ときにどうするかというのは、シンプルに行くしかないのだろうというお話が出ていまし

た。最寄りの学校にということもありましょうし、それを知らせていく手だてとして、前

回は、ゴミュニケーションの話も出ましたね。そういうふうな周知をどうするのか。体制

は一定程度整ったけれども、市民にどう周知をしていくのかという手だてはもっと追求し

ていかなければいけないのかなと思っています。 

 その上で言うと、東日本大震災、特に福島の場合には、ラジオのあり方が本当に見直さ

れたのです。実は、今、私がセンター長も兼務しておりますおだがいさまセンターでは、

独自にラジオ局も開設しております。対策室の方々におかれては、サイマルラジオでも聞

くことができますので、朝と、夜と、おだがいさまＦＭというものをお聞きになっていた

だいて、どういう情報を発信しているのか、ご確認いただきたいと思います。１年８カ月

くらいたっていますけれども、災害直後もラジオが非常に活躍をしました。 

 ただ、そういうふうに放送ができたのは、たまたまラジオ局が大丈夫だったからなのだ

ろうと思うのです。今、私が考えていて、ラジオの関係者とも話しているのは、ＮＰＯを

つくろうかということです。要は、緊急時に、ラジオ局がだめになったときに、ラジオカ

ーをつくって、そこに機材を乗せて、そこから発信していくような体制をつくっておかな

ければいけないのではないかということを話しています。 

 そういうことで、特に、行政ということで言うと、札幌の中にはＡＭとかＦＭとかさま

ざまなラジオ局があるかと思うのですけれども、例えば、各ラジオ関係のメディアと行政

が協定を結んで、実際の非常時に、放送局がだめになった場合、最悪の場合を想定してど

うするのか。今、ラジオカーみたいなお話をしましたけれども、そういうところも含めて

検討されるというのも、周知の一つの方法になると思っております。先ほど、高齢者の方

や障がいをお持ちの方のお話が出ましたけれども、ラジオは非常に活用されていたという

ふうなことは重ねて申し上げたいと思います。 

 それから、携帯ですね。当初はつながったのですが、つながり出してからは、各エリア

ごとに一斉配信をやられておりました。各携帯の通信会社ごとに、そのエリアに一斉に行

くような一斉メールと言うのでしょうか、その体制も随分と使われていたことを記憶して

おります。もちろん、そういう準備もされているのだと思うのですが、そういう周知の部

分ですね。これが１点目です。 

 ２点目は、災害発生時がいつぐらいなのかというところにもよると思うのですけれども、
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札幌市は大きいまちなので、例えば、この時間帯に起きたときには、多くの方々が仕事を

していらっしゃるところで、具体的に申し上げると、企業の中に防災組織を持つというこ

とですね。もちろん、地域の中にも自主防を持たれていて、中村委員が非常にすばらしい

活動を展開されていますけれども、そういうモデル的な企業を幾つかつくっていくことで、

それを札幌市内の各企業に水平展開を図っていくということも非常に大事な視点ではない

かと思っております。 

 この計画は、避難場所の基本計画ということであります。この間も、運営マニュアルが

送られてまいりまして、本当にありがとうございました。初動期の市民の動きがどうなる

のか、あるいは、支援側がどういうふうに動いていけばいいのかというところも、この計

画とは別に非常に大事なところなのだろうと思いました。 

 最後に、これは感想のようになりますけれども、血の通った行政という言葉があります。

私も、今回の東日本大震災の中で、行政の公平性と血の通った行政というものが矛盾する

のか、しないのかということを考えまして、これは、行政の中でも随分と話をしましたし、

今もなお、そういうことをテーマに、多くの皆様方に問題提起をしております。 

 これは、私が当初に行っておりました相馬の避難所での出来事だったのですけれども、

避難所に行けない方々がいらっしゃったのです。それは、要介護者の方々でした。つまり、

体育館のような避難所の中では、みんなの前でおむつを交換するのは、ご本人はもちろん

嫌だし、ご家族の方も大変つらい気持ちになるし、周りの方々も、必ずしも快く受け入れ

てくださる方々ばかりではないことは想定できるわけです。そういう中で、避難所のそば

にお知り合いやご親戚の方などがいらっしゃっていたのです。ところが、今回の東日本大

震災のときには、食料も、水も、いわゆる輸送がとまってしまったのです。それは原子力

災害の関係もありますけれども、そういう中で、避難所に訪ねて来られる方々がいらっし

ゃったのです。 

 私がこれからお話しするのは、その中の一人のことですが、ある避難所に行ったときに、

食料を分けてもらえないかと言ってこられた６０くらいのお母さんがいらっしゃいました。

そして、いいですよと言って、お母さんは何人で来たのと聞いたら、７人の家族で来たと

言うのです。知り合いのところにいるのだけれども、スーパーマーケットもすべて閉じて

しまっていて、お金があるのだけれども、物を買おうにも買うことができない。７人家族

で、幾ら親戚、知り合いとはいえ、７人分の食料を朝、昼、晩というのは大変気詰まりで

あると。これは当たり前ですね。ですから、避難所におすがりするしかないかという表現

だったのです。お母さんは何に入れていくのかと言ったら、ビニールの買い物袋を持って

こられたので、これは捨てようねと言って捨てて、もっと大きい段ボールの箱に食料をい

っぱい詰めてお渡ししたのです。そういうことを何回か繰り返されました。 

 そして、あるとき、私が午後にそこに行ったときに空の段ボールを持って帰るところの

お母さんに会ったのです。あら、お母さん、どうしたのと言ったら、食料はあげられない

と言われたと。ああ、そうかと、瞬間的にさまざまなことがイメージできるわけですけれ



 - 17 - 

ども、あら、お母さん、ごめんね、それは間違いか何か手違いだから、ちょっとここで待

っていてねと言って、その箱を持って中に入って、いっぱい詰めて、お母さんのところに

持っていって、お母さん、ごめんね、それは間違いだったから、いつでも来てね、なくな

る前に来てねと言って、それを渡しました。 

 戻ってから、中にいた人にどういうつもりだ、あの人がどういう立場の人なのかよくよ

くわかっているはずだ、なのに、なぜ食料をあげなかったと聞きました。いや、避難所に

いる人だけにあげるというふうになっていると言うわけです。どこにそんなことが書いて

あるのか、だれがそんなことを決めたんだ、なくなれば、連絡をすれば、またここに補充

されるだろう、その人は何もすがるものがない中にいるんだと。 

 そのときに私が言ったのは、行政の公平性ということです。だから、ふつうは行政の公

平性というのはマニュアルがあって、法律があってというところに基づく公平性のことを

言いますけれども、私が思う行政の公平性というのは、どんなに小さい声であっても、あ

るいは、声を出せずにすがるしかないという表現でしか言えない方の声も、大声でおっし

ゃる方も、どの声も丁寧に聞き取るという意味での公平性なのだろうと思うのです。そう

いう意味で言うと、血の通った行政ということとイコールなのではないかと思うのです。 

 そういうことからして、今回の４回の基本計画に出させていただいたときに、特に、原

案をつくられた対策室の職員の方々のお一人お一人の考えがここに反映されています。例

えば、寝袋にしてもそうですし、寒さ対策のもろもろにしてもそうです。あるいは、１.

４キロメートルという範囲を決めて、手づくりの部分に落とされたご苦労もそうです。ま

さしく血の通った行政の一つのあり方を見せていただいたことに深く感謝をします。本当

に勉強させていただきまして、ありがとうございました。 

 これまた余計なことかもしれませんが、人がかわると、熱い思いまで、いつの間にかど

こかに吹き飛んでしまったかのようになってしまいがちですが、佐々木課長を中心として、

ぜひ、そういう思いをこれからも受け継いで、札幌市民の方々の命を守る行政をこれから

も展開し続けていっていただければと思いました。 

 深く感謝をいたします。ありがとうございました。 

○佐々木委員長 ありがとうございました。 

 危機対策室の方々たちは、重い気持ちで受けとめていただけたのではないかと思います。

一通り皆さんのご発言をお聞きしながら、この計画案をこれからお示ししていくかどうか

ということを皆さんにお尋ねをしたいと思います。皆さんのお話を聞いていましたところ、

おおむね、私たちの意見が反映されて、成文化されたものになったのではないかと思いま

す。今回、若い世代や女性の多い委員会ということで、いろいろな意味で新しい委員会が

立ち上がって動いたと思うのですが、その中で幾つか、本当に天野委員がおっしゃってく

ださったように、いろいろなところに配慮があったのではないかと思います。配慮スペー

スということも新たな言葉として出てきていますので、こういうものが全国的にも広がっ

ていけばいいなと思っております。 
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 この原案を当検討委員会がお示しする計画案としたいと思いますが、皆さん、いかがで

ございますでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○佐々木委員長 ありがとうございました。 

 異議なしのご意見がとれましたので、事務局には、お願いいたします。 

 

  ３．そ の 他 

 それでは、引き続きまして、次第の３のその他に参りますが、全体を通して皆さんから

ご意見、ご質問等はございますでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○佐々木委員長 それでは、本日の議題はすべて終了いたしましたので、事務局にお返し

したいと思います。よろしくお願いいたします。 

○事務局（佐々木計画担当課長） 皆様、どうもお疲れさまでございました。 

 ３カ月間で４回という非常にタイトなスケジュールの中で、活発なご議論をいただきま

して、改めまして、どうもありがとうございました。 

 今回の第４回で、当委員会としては一たん最後となります。パブリックコメントの関係

で、もしかしたらというところは残されておりますが、一たんは最後というふうに考えて

おります。 

 今後のスケジュールでございますけれども、第１回目にした説明の繰り返しになります

が、この後、少しお時間をいただきまして、１２月中旬から下旬にかけまして、準備期間

を経て、パブリックコメントを開始させていただきたいと思っております。その期間は約

１カ月ほど要します。その後、年明けの２月くらいに予定しております防災会議へこの結

果をご報告いたしまして、それを経まして今年度内にこの基本計画を策定する予定でござ

います。 

 また、来年度となりますけれども、計画策定後、避難場所についての広報や、避難場所

の運営についての訓練につきまして、この委員会でいただいたご意見を踏まえまして、進

めてまいりたいと考えてございます。 

 では、最後になりますけれども、佐々木委員長から一言いただいた後に、危機管理対策

部長からお礼の言葉を申し上げたいと思います。まずは、佐々木委員長、よろしくお願い

いたします。 

○佐々木委員長 それでは、これまで、きょうも含めまして、４回の会議の進行にご協力

をいただきまして、本当にありがとうございました。 

 毎回の会議では、２時間半以上にも及ぶ時間を要してしまい、私の進行の不手際を本当

に申しわけなく思っておりました。今日、ここに、皆様のおかげをもちまして、基本計画

案をお示しすることができまして、ちょっとほっとした思いとともに、皆様には本当に心

より感謝を申し上げたいと思います。ありがとうございました。 
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 また、天野委員におかれましては、お忙しい中、福島から札幌にお越しいただきまして、

いろいろご示唆をくださいまして、ありがとうございました。 

 福島の早い復興を心よりお祈り申し上げますとともに、私たちも応援をしてまいりたい

と思っております。 

 また、委員の皆様におかれましては、今後ますますいろいろな場面でご活躍をいただき

たいというふうに祈念しております。委員長として本当にいろいろご迷惑をかけましたが、

これで任をおろさせていただきたいと思います。まことにありがとうございました。 

○山崎危機管理対策部長 最後に、事務局を代表しまして、私から、一言、お礼のあいさ

つをさせていただきたいと思います。 

 ３カ月間、本当にありがとうございます。今、委員長からもお話がありましたけれども、

短期間で原案という形で整理をしていただきまして、本当にご無理をお願いした中でまと

めていただいたことに、感謝を申し上げたいというふうに思います。 

 東日本大震災で、防災というものが本当にクローズアップされて、特に、避難場所につ

いては、マスコミでもいろいろ報道されましたし、課題が浮き彫りになったということが

ございました。そんな中で、私どもがこのような委員会を設置させていただきまして、幅

広い層の方から、いろいろな分野の方々から、女性の方にも多く参加していただいて、こ

の委員会を設置させていただきました。 

 この委員会は、議事の内容も公表しておりますし、会議も公開をしておりますので、委

員の方々から大変活発なご意見をいただいていることが公表されているということで、一

部からは本当に高い評価もいただいているところでございます。先ほど課長からも申し上

げましたけれども、これから、計画ができ上がりましたら、それがちゃんと生きるように、

我々は、マニュアルも含めて、いろいろなソフト面での対策や、訓練、啓発も含めて、こ

の計画がきちんと生きていくような形で整理をしていきたいと思います。 

 皆様方におかれましては、今回、こういうことで札幌市の防災行政にかかわっていただ

きましたので、今後とも、札幌市の防災行政をいろいろな形でご支援いただきたいと思い

ます。 

 これまで、３カ月間、大変ありがとうございました。 

 

  ４．閉  会 

○事務局（佐々木計画担当課長） ４回にわたりまして、どうもありがとうございました。 

 これにて閉会させていただきます。 

 ありがとうございました。 

                                  以  上   


